
幸餓野1解読ソフト

言わをァ癖 警募帯■
◆はじめに

普段 DXハ ンティングやコンテストで、自分のコー

ルのコピーと599 BKのシンプルQSOし かしなくなり、

平分の CW解 読力が低下し、CW QSOを 敬遠されて

いる方に向いたソフトを紹介します。

国産、海外製も含めかなりのソフトがあり、筆者も

いくつか試してみましたが、どれも実用には今一歩で

した。今回紹介するソフトはドイツ製で、サウンドボー

ドの AF DSP信 号処理を施し、当初 MS―DOSで 開発

され好評だったバージョンの Windows版 です。バー

ジョンアップにより機能も強化されています。

◆MRP40の 概要
● 60WPMま でのスピードに対応

●テキスト文字とグラフイックの GUI表 示

●自動スピード追従、高性能ソフトCWフ ィルター内臓

● AGC(自 動利得制御)内 臓

● AFCに よる信号自動追従機能

●ワードのフォーマット機能

● 04か ら60WPMま でのスピードに対応した送信機能

● LOG記 録機能内臓

◆インスト…ル方法
このソフトは有料ですが、30日の試用期間があリフ

ル機能搭載ですので、購入前にフル機能試すことがで

きます。下記サイトからトライアル版Setup_

MRP40v63.exeをダウンロー ドし、それをク

リックして指示に従ってインストールします。なお説

明文は英語とドイツ語のみで日本語はありません。

http://www.polar‐electric.com/Nlorse/NlRP40‐EN/

index.htin

MRPの アイコンが作成されますので、これをクリッ

クすれば画面 1が出ます。Windows XPで はこれで立

ち上がりますが、Windows 7の場合は二つの注意が必

要です。第一は、オーディオ入、出カジャックに何ら

か機器をあらかじめ接続しておく必要があり、これが

ないとオンボードサウンドカードを認識せず、エラー

メッセージが出ます。これは、MMTTY,MMVARI

等のサウンドカードを使うソフトでも同じ現象が起こ

り、私も理由がわかるまで悩みました。

第二は立ち上げクリック時に、右クリックで管理者

として実行をクリックして立ち上げてください。その

後セキュリティーソフトのアクセスの警告等が出ます

が、全てOKし て進むと画面1の立ち上げ画面が出ます。

画面には試用期間の残日数が表示されています。

Trialのタグをクリックすると画面2が表示されます。

◆受信操作方法
パソコンと無線機の接続は、RTTY,PSK,SSTV等

の接続と同様で、パソコンのマイク、叉はライン入力

にトランシーバーの受信オーデイオ出力を接続してく

ださい。

最初にOptions‐Show‐Audio Control Panelsで入

カレベルの調整をします。RTTY,PSK,SSTV等 のソ

フトを使っている方は既にセッティングされています

のでその状態で大丈夫だと思います。

画面 2 ユーザーインターフェース画面画面 l MRPソ フト立ち上げ画面
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画面 2左 サイドの① Volume lndicatorのグリーン

バー表示がノイズレベルで 10%程 度が目安です。実際

の信号を受信すると⑩信号表示エリアにドット信号がス

キャンして表示されます。②のスライダースイッチを

右にスライドし信号が赤く表示される所に調整します。

下から上にかけ受信のトーン周波数で表示されていま

す。赤い2本 の直線の間隔がフィルタのバンド幅で中

心値の周波数が0の BOXに 赤字で表示されています。

マウスカーソルで信号をクリックすると赤い2本 線

は移動し下段①のテキスト表示エリアに解読文字が表

■●|■JIJ,|,wPYI■ |■|■

画面 3 パイルアップ受信画面
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示されます。

なお③の AFCチ ェックBOXを マークしておけば

フィルタ近辺であれば自動的に中心に引き込みますの

で、普段はチェックしておくと良いと思います。

画面 3は受信機のフィルタを 1.2kHzに広げパイル

アップ信号を受信した状態で、受信機フイルタのバン

ド幅はバックに薄い青色で表現され複数の信号が見え

ます。この時①の GoMaxを クリックすると、最強の

信号にフイルタは移動します。これを自動で行うには

Options―R6etungs_AutoGoM額 の設定から行えます。

これら複数局の受信から選択する

のはコンテスト等のパイルアップで

は便利な機能だと思います。受信ス

ピードは、自動追従し⑥にスピード

値が表示されます。

Options― Show― Oscinogram を

選択すると画面 4の ようなオシロ波

形が表示され、右側にスレッシュレ

ベル可変スライドがあり波形を見な

がら変えられますのでノイズでの誤

動作しない点に設定してください。

Options P Show― Audio

Spectramaを選択すると画面5の よ

うな信号のスペクトラム波形も表示で

きます。

な お Options?RxSettingsか ら

フィルタ幅、入力信号強度の設定

がで きますが、デフォル ト設定

(CW Filter Narrow,Weak Signal

Decoding)で殆ど対応できます。

このソフ トの特徴 として受信 し

た文字列の自動解読機能がありま

す。Options_Rx Options― Text

FOrmattingを選択すると画面 6の右

側にある TextFormatツ ール BOx

が表示されます。各項目にカーソル

を当てると文章の解読変換例が表示

されますので参考にして、その項目

をマークすればモー ド設定できま

す。画面 6の QSO内 容は、Correct

WordSpacingに チェックし、実際の

解読した内容です。多少誤動作はあ

りますが、内容が見やすく分かりや

すくなりそれなりに使えます。

画面 6 右側にある Text Formatt画面で Correct Word Spacing

を選択 した場合

画面 4 オシロスコープ画面

画面 5 オーディオスペク トラム画面
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◆送信操作方法
送信の方法には二通りあり、サウンドカードを利用

してSSBモ ードで トーン発信させキヤリア送信する方

法と、RS232Cの COMポ ー トの経由でキーイングす

る方法があります。ここでは実用的なCOMポ ー トに

ついて説明します。

Options―TX Settings―Send via Com(X)POrt

で COMポ ー トを設定します。回路図例 として TX

Settingsの中に入っています。各社のUSB―RS232Cキー

ヤーにも対応しており、当初私の USBイ ンタフェー

スキーヤーでは動きませんでしたが、回路図 ICの資

料を送ったら動くようにソフト対応してバージョン

アップしてくれました。

送信の設定を行うと①の送信入カエリアが表示され

ます。ここで入力すれば一文字毎に送信されますが、

Options‐TX Settings?Use Send Buttonを選択すれ

ば⑦の Sendボ タンが現れ、入力 BOXに 入力した文

字を一括送信します。Oの TX Seedの左右土ボタン

でスピードが変更できます。又、入力BOXの 上段に

ある9個のボタンには送信文章を登録でき内容は右ク

リックで編集できます。

◆その他機能
通信文章は自動的に記録され、このソフトのある

フォルダー下の LogFiles＼Text_Logフ ォルダーにテキ

ストファイルとして自動生成しストアーされますので

コール、コンテスト#等 を後から検索するのに便利です。

最新バー ジョンでは Options?Show‐Mini Log

B00kを選択すると画面 7の ような簡易ログ記入欄が

現れ、QSOデ ターが入力できLogFlles＼ContactLog

フォルダーにADIと TXTフ ァイルとしてストアーさ

れます。

◆使用感
今まで、国内、海外製の CW解 読ソフ トを試して

みましたが実用に耐える物には中々巡り会えませんで

した。このソフトはデコードのディレーも少なく、マ

ンマシンインターフェースも良くできています。ノイ

ズの処理も上手くされており、弱い信号でもかなリデ

コードしてくれます。

解読率は信号の規則性に一番左右され、手打ちやバ

グキー等に対して解読率はがっくり下がります。エレ

キーを使っても規則性が欠ける打ち方の信号には弱

く、タッチタイビングソフトを使った信号はかなりの

解読率です。ロシアの局等の超高速 CWは 得意でコン

テスト等ではかなりの助けになると思われます。

しかしこのソフトだけで、全面的に頼りCW QSO

するのは、条件によっては難しいと思います。利用方

法としてLOGに 残す等の機能をうまく使い、取 りこ

ぼしフォロー等補助的使用にして、あくまでも自分の

耳で聞くことを重点にする使い方をお奨めいたします。

◆登録方法
最後に登録方法についてまとめてみました。30日

の試用期間が終了するとこのソフトは動かなくなり

ます。立ち上げ画面 (画面 1)の "Order"を クリッ

クするとオーダー画面が現れます。支払いはPayPal

のみの対応なので、MRP42@Polar‐elect五c.com宛に

49.90ユーロ振 り込みます。この時同時に画面 1の左下

に記載されているRegistration Numberをメールに記

載します。

なおPayPal未登録の方はこのページからも登録できま

すが、(https://www.paypalip/jp/cgi―bin/webscr?

cmd=home)の 日本語サイトから登録した方が説明

も日本語で分かりやすいのでお奨めします。

先方か らは、UnLock Code,UserNameが送 られ

てきますので、Register画面でそれを入力すると再

度ソフトが使えるようになります。これらパスワー

ドはバージョンアップ時にも使いますので大切に保

管してください。他のパソコンにもインス トールし

たい場合は、再度試用ソフトからインス トールして

Registration Numberをメールで送付しコードを再発

行して貰います。合計で 3個 までコードは貰え3台の

パソコンにインストールできます。

画面 7 ミニログ画面
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